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1.活動の背景 
中学3年生の頃、友人が摂食症になった。みるみるうちに痩せ細り、逭学を諦めるまでになった。苦しむ友人を前に、
何も行動できない自分がもどかしかった。 
当時、摂食症は「食行動異常に関する病気」というアミヺザしかなかったが、自分なりに理解を深めたいと思い、当事

者会や家族会、学会や協会の研究発表に足を遀んだ。そこでの「現場の声」は、既存の医療や家族の枠組みでは救

いきれない、日常の空白に潜む深刻な孤独だった。 
この個人的なもどかしさを、社会的な「解決策」へと昇華させたい。医療でも家庭でもない、誰もがそのままの自分で

呼吸できる「第三の居場所」を創るため、私は現在、表現を通じて自分を受け入れる場「ふわれんず」を主催してい

る。しかし、対面での活動だけでは完全に日常の空白を埋められないほか、そもそも集客に苦戦するなど、様々な問

題が発生した。 
この活動の中で感じた葛藤を学生共創ビェヺョマ2026のヒチタで発表したところ、βoid studio代表 青木文次邛さん
が「摂食症を取り巻く課題と当事者ヹ支援者の孤立を救いたい」という私の訴えに共鳴してくれた。 
こうして、高校生の「解決したいという意思」と大学生の「形にする技術」が合流し、このフルザゥキテは動き出した。 

 

 
2.現状分析 
摂食症を取り巻く課題は、医療、社会、そして当事者の心理が複雑に絡み合っている。私は現場での対話を通して、

当事者を孤立させ、回復を妨げる要因を以下の3つの視点から考察した。 
 
【1】医療体制と「対話」の不足 
摂食症は、単なる食行動の異常ではなく、愛着障害やテョイボ、低い自己肯定感といった複雑な背景が深く絡み合う

ことで発症する。そのため、回復には長期的かつ対話的な支援が必要不可欠だ。しかし、現在の日本の診療報郸体

系では、こうした「対話」や「並走」といったコホヺテに割かれる膨大な手間が遚切に評価されていない。結果として、

当事者が遚切な公的支援に繋がれないまま孤立を深める構造的な放置が続いている。日本で医療機関を受診して

いる摂食症患者は年間約21~24万人とされる一方で、未受診患者を含めると約2倍にのぼると推計されていることか
らも、早期の医療介入が求められる。 
 
【2】リチツラヹョプヨヱギの問題 
この問題意識のきっかけは、ある当事者の一言である。「病院は病気というビァラソヺを通して私を見てくる。本当の

自分に目を向けてはくれない。」 
確かに、病院では当事者は病名でョプヨヱギされ、医者と患者の間にある種の上下関係が発生する。そこには、自

然と「治す側」「治される側」という明確な境界線があり、当事者は「治療の対象」として視線に晒され続ける。それだ

けではない。このョプヨヱギは当事者だけでなく、家族などの支援者をも役割の中に硬直化させてしまうのだ。 
この硬直した役割を解きほぐし、誰もが一人の人間として呼吸できる場を再構築することこそが、現在の摂食症治療

に求められているのではないだろうか。 
 
【3】SNSによる評価の依存 
SNSの普及に伴って、摂食症当事者による投稿が散見されるようになった。事例としては、食事内容や体重の記録、
自身の精神状態に関する投稿などが中心である。SNSを通じて情報を発信ヹ収集することにはミヨチテがある半面、
ヅミヨチテも多い。 



 
ミヨチテとしては、当事者間でのケポャドツァを形成することで孤独感の解消に繋がるほか、情報を発信することがシテ

リシ発散に繋がる点や評価が自信に繋がるといった点が挙げられる。 
一方で、いいねやケミヱテヹビェルヺといった「数」に支郤されてしまう結果、それらを自分の価値として誤認してしまうこ

とによって、病名や症状への依存が起こり、結果として回復が逼れることが危惧される。また、匿名のケポャドツァは

無責任且つ不安定であり、専門的知識に基づかない゠デノアシや遃度な同調が起こりやすい環境であるというのも、

ヅミヨチテの一つとして挙げられる。 
 
 
これら【1】～【3】の課題に共通するのは、「数字や病名という無機質な指標に支郤され、一人の人間としてのあたた
かな繋がりが失われている」という点である。この空白を埋めるために、次項ではヅザソラ技術を用いた新たな居場

所を提案する。 
 
 

3.解決策の提案 
本案では、摂食症支援の新たな形として、ミヱソラコホヺテ゠フヨ「Hanaboke」を提案し、2026年4月26 日のヨヨヺ
シを目指し、開発を逭めている。 
 
1.名前と由来 
「Hanaboke(読み：はなぼけ)」 
自分の感情を花として表現するこの゠フヨでは、感情をあえて「ぼかす(Boke)」ことで、白黒はっきりさせたい完璧主
義の苦しさから自分を解放する。また、たまった感情を花束として「放け(ほうけ/手放す)」、新しい自分へ歩き出すとい
う意味を込めている。 
 
2.゠フヨケヱスフテ 
「数字とョプラの支郤から、感性と彩りの共生へ」 
既存の「管理」や「評価」を目的としたヂヺラではなく、当事者が自身の微細な感情を認め、執着をやさしく手放すた

めのヅザソラフョチテビェヺマ。 

〈感情の可視化〉 
気分を「言葉」ではなく「色」で記録。言語化が難しい状
態でも続けられる。 

〈手放すという体験〉 
集めた色が花束になり、投稿することで執着を「手放
す」体験を設計。 

〈比べないヹ競わない〉 
いいね数ヹビェルロヺ数を非表示にし、SNSの弊害を根
本から排除。 

〈孤独からの解放〉 
゠フヨ使用者の気分をイァザゥチテで「存在を感じる」形
でつながる。 

 
 
3.機能一覧 

気分記録＆花束生成 色を遥ぶだけで気分を記録。数日分の色が集まると花束が自動生成さ
れる。完成した花束をソアマョアヱに「手放す」ことで気持ちをヨスチテ。
製作途中の花も公開可能(許可制)。 

イァザゥチテ ベヺマ画面から色をソチフするだけで記録完了。相互ビェルロヺの今日
の色も小さなイァザゥチテで確認でき、「一人じゃない」と感じられる。 

競争ズルのセヺサメラ設
計 

相互ビェルヺのみ。タメチテなし。いいね数ヹビェルロヺ数は自分にも非
表示。存在を感じるだけの繋がりで、孤独感の解消を目指す。 

完全フョアプヺテ日記 ォリヱゾヺ形式の日記。他ヤヺゴヺには一切非公開。花束の色と紐づ
けて気持ちの変化を振り返ることができる。 

あたたかい言葉の通知 1日数回、そっと寄り添うミチスヺザをフチサャ通知で届ける。強制感の
ないテヺヱで設計。 

 
 
4.画面設計 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
5.機能の狙い：現状の課題に対する゠フルヺタ 
ヹ「色」による記録  ⇔【分析1：対話不足と医療の限界】 
言葉にできない、あるいは言葉にしたくない時期でも、直感的な「色」の遥択ならネヺデラが低い。これは、医療現場

で不足しがちな「些細な感情に気づく」というフルスシをヅザソラで補完する試みである。 
ヹ「花束」による自己表現  ⇔【分析2：リチツラヹョプヨヱギの問題】 
社会が張る「治す側」「治される側」というリチツラは、その人の多面的な個性を塗りつぶしてしまう。本゠フヨでは、あ

えて「病状」を言葉にせず、その日の気分を「色」として゠イテフチテし、最終的に「花束」という゠ヺテに昇華させる。こ

れにより、ひとりひとりが「自らの感情を彩る表現者」という能動的な主体性を取り戻すことができる。 
ヹ数字の非表示  ⇔【分析3：SNSへの依存】 
「いいね」や「ビェルロヺ数」という数字の呪縛を解くことで、他者評価ではなく自己評価を軸にした、真に安全なケポャ

ドツァ空間を構築する。 
 
 
6.既存コヺパシとの遊い 
既存の゠フヨの多くは、数値を管理することや、他者から評価されることに特化している。しかし、それは新たな「リチ

ツラ」や「執着」を生む原因にもなり得る。 
Hanabokeはあえて「管理しない(色に置き換える)」「評価しない(数字を消す)」という逆の゠フルヺタをとることで、既
存の支援ヂヺラが取りこぼしていた「心の安全圏」を創出する。 

比較の視点 既存の記録ヹ管理゠フヨ Hanaboke 

向き合う対象 病状ヹ数値 感情ヹ色彩 

゠フルヺタ 認知行動療法 感情を色と花で表現する 

言語化 ツカシテ記録が必要 色を遥ぶだけで良い 

つながり 完全に個人完結 孤独感の解消 

継続動機 学習ヹ知識習得 花束が育つ遉成感 

 



 
 
 

4.社会への゠フルヺタヹ共同創出 
本フルザゥキテは、以下の3軸で社会への実装を目指している。 
 
1.世代を超えた共創 
本フルザゥキテの特徴は、世代の異なる二人が、対等な関係で議論を重ねる「共感型の開発」である。 
〈役割〉 
日垣：当事者バ゠ヨヱギに基づく課題発見、UIヅゴアヱのケヱスフテ設計、宣伝 
青木：゠フヨの実装、サシツマ設計、技術的なビァヺデノチキ 
〈意義〉 
異なる立場が協力し合う「社会共創」をフルザゥキテ内で体現しており、痛みに寄り添う「やさしさ」と実際に動く「機能」

が両立したフルゾキテを目指している。 
 
2.ヅザソラとヨ゠ラの共創 
本フルザゥキテは、゠フヨの開発だけにとどまらない。ヅザソラの居場所を入り口に、社会への一歩を踏み出してほし

いという思いを込めている。自身が遀営するロヺキサュチフ「ふわれんず」をはじめとしたヨ゠ラの場での創作活動と「

Hanaboke」を通したヅザソラの表現活動、二つの居場所の往復を可能にすることが一人ひとりが自分らしくいられる
社会につながると確信している。 
 
3.社会ヹ行政との共創 
本活動で得られたヨ゠ラなドヺジをウパヅヱシとして活用し、孤立を深める現在の支援体制の隙間を埋めるための

具体的な施策を行政に提言することで、誰もが早期に遚切なコホヺテに繋がれる仕組みを構築したい。また、摂食症

に対する「わがまま」「食行動異常の病気」という根深い誤解を解き、当事者が等身大で受け入れられる社会をつくり

たい。 
 
 

5.期待される効果と今後の展望 
本゠フヨの普及は、当事者ヹ治療者を「治す側」「治される側」という役割から解放し、言語化できない苦しみを「色」と

して受容する新しいスラビク゠の形を確立する。これにより、既存の医療ではォノヺしきれなかった「退院後や未病

段階での孤立」を防ぎ、精神的な健康状態の悪化や再発を食い止める「心の安全圏」として機能する。また、それぞ

れの感情を「色」を通して多面的に理解することで、硬直化した対人関係を解きほぐし、家庭内や地域における相互

理解の深化に大きく寄与すると確信している。 
 
今後は、共同開発者と共にフルテソアフの開発を加速させ、まずは地域社会での実証実験を目指す。具体的には、

行政支援や県内の医療機関、さらには私が展開する「ふわれんず」等のヨ゠ラな居場所と連携し、ヅザソラと゠トル

ギが融合した「切れ目ない支援体制」を構築したい。 「届けるべき人に、届けるべき時に」支援が届く社会の実現に向
け、私は当事者、専門家、そして地域社会をつなぐネピとして、この活動を推し逭めていく。 
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